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研究要旨: 現在、厚生労働省のシックハウス(室内空気汚染)問題に関する検討会において、
「室内濃度指針値見直しスキーム」にしたがって室内濃度指針値の改定あるいは対象化合
物の追加に関する議論が進められている。そのスキームでは、全国実態調査等に基づく初
期曝露評価に続いて、既存のハザード情報を活用して初期リスク評価を行うこととされて
いる。この初期リスク評価は、その評価結果に基づいて詳細曝露評価および詳細リスク評
価を実施するか否かが判断される重要なステップである。しかし、多くの室内環境化学物
質では、初期リスク評価に資するハザード情報が比較的限られていることから、この段階
が指針値策定/改定作業において律速となることが危惧されている。このような背景から、
本研究では、室内濃度指針値策定に必要なハザード情報の網羅的な収集、ならびに不足情
報の補完方法の確立を目的として、1) 気道内挙動の in vitro/in silico 予測、2) 気道障害性
の in vitro 評価、3) 気道障害性にかかる情報収集および優先順位判定、および 4) 定量的
VOC 放散データベースの構築の 4 つのサブテーマを設定して研究を実施した。研究課題
1)では、PBPK-CFD モデルを CSP モデルに統合した一連の解析モデルを構築して床材か
ら放散されたホルムアルデヒドの曝露を想定した予備的な解析に適用し、気道内の部位に
よって濃度が著しく異なることを示した。研究課題 2)では、気道の感覚神経などで発現す
る侵害受容チャネル TRPA1 について、顕著な種差を示す室内環境化学物質が存在するこ
とを明らかにした。また、Direct Peptide Reactivity Assay 法が室内環境化学物質の感作性を
評価する上で有用な試験系であること示し、防腐剤 Bronopol およびその代謝物が DPRA
陽性物質であることを明らかとした。研究課題 3)では、わが国の GHS 分類評価結果をも
とに、呼吸器感作性・刺激性に関連する可能性のある皮膚感作性、皮膚刺激性、眼刺激性
などについて網羅的な検索を行い、それぞれの化合物の化学構造的な特徴を明らかとし
た。また、室内空気中の化学物質の有害性にかかる情報を網羅的に収集して RfC を導出
し、室内空気全国調査における最高検出濃度を基に初期リスク評価を行った。研究課題 4)
では、放散試験の結果から、2-Ethyl-1-hexanol の重要な放散源としてフロアタイル、カー
ペットなどを同定した。本研究のこれらの成果の一部は既にシックハウス検討会において
有効に活用されているが、今後、本研究で得られた知見および要素技術を活用して要検討
化合物のリストを作成し、シックハウス検討会に提示することによって、室内濃度指針値
の策定/改定作業の一層の加速化が期待される。 
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A. 目的 
1990 年代に、建材等に由来する化学物質

による健康被害、いわゆるシックハウス症候
群が顕在化したことから、1997～2002 年に
揮発性/準揮発性有機化合物 13 物質および総
揮発性有機化合物 (TVOC) にそれぞれ室内
濃度指針値、暫定目標値が設定された。その
後 10 年余りが経過し、代替溶剤等の使用に
よる新たな室内空気汚染や準揮発性有機化
合物と呼ばれる比較的沸点の高い可塑剤や
難燃剤、バイオサイドによる室内環境汚染が
懸念され、さらには 2010 年に発刊された
WHO Guidelines for Indoor Air Quality: Selected 
Pollutants に収載された未規制物質への対応
を図る必要が生じたことから、2012 年 9 月
に「シックハウス (室内空気汚染) 問題に関
する検討会」 (以下、シックハウス検討会) 
が約 10 年ぶりに開催された。その後、現在
までに 11 回の検討会 (2017 年 4 月現在) を
通じて室内濃度指針値の見直しあるいは対
象物質の追加に関する議論が進められてい
る。今後は、室内空気中で高頻度・高濃度で
検出される化学物質について、順次、既存の
ハザード情報に基づく「初期リスク評価」、
さらには「優先化合物リスト作成」、「詳細リ
スク評価」を経て最終的に室内濃度指針値の
見直し等が行われる運びとなっている。 

しかし、ここで問題となるのが、室内環境
化学物質の「初期リスク評価」に資するハザ
ード情報は比較的限られているため、この段
階が指針値の策定作業あるいは改定作業に
おいて律速となることが危惧されている。そ
こで、本研究では「ハザード情報の網羅的な
収集ならびに不足情報の補完方法の確立」を
目的として、1) 気道内挙動の in vitro/in silico
予測、2) 気道障害性の in vitro 評価、および
3) 気道障害性にかかる情報収集および優先
順位判定、のサブテーマを設定して検討を行
った。また、室内濃度指針値策定/改定の際に
は室内環境における放散源に関する情報が
必要不可欠であることから、平成 28 年度は
4) 定量的 VOC 放散データベースの構築、を
新たにサブテーマに加えて検討を進めた。 

B. 研究方法 
B-1 気道内挙動の in vitro/in silico 予測 

平成 27 年度に作成した計算流体力学 CFD 
(Computational Fluid Dynamics) 解析用の数
値気道モデルを、頭部や胴体･手足などの幾
何形状を詳細に再現した人体幾何形状モデ
ルに統合し、室内環境中で発生した各種の汚
染物質による経気道曝露予測を可能とする
総 合 的 な 数 値 人 体 モデ ル CSP (Computer 
Simulated Person) を作成した。この CSP に経
気道曝露評価を目的とした生理的薬物動態
解 析 PBPK (Physiologically Based 
Pharmacokinetic) モデルを組み込むことで、
気道内での汚染物質沈着から気道内粘膜上
皮を介して体内へ向かう汚染物質動態を解
析する一連の解析モデルを構築した。具体的
には、気道 (Airway)、粘膜上皮 (Epithelium お
よび Mucus)、上皮下組織 (Subepithelium) の
3 層 (正確には CFD 解析で 1 層、PBPK モデ
ルとして 2 層) からなる PBPK-CFD モデル
を CSP モデルに統合した。さらに、床材か
ら放散されたホルムアルデヒドを想定した
場合の経気道曝露濃度予測に CSP/PBPK 統
合モデルを適用し、予備的な解析を行った。 

また、上記の CSP/PBPK 統合モデルの精緻
化に必要な、気道内での異物代謝予測法を確
立する目的で、室内濃度指針値の設定に向け
た検討が行われているテキサノールおよび
TXIB をモデル化合物として、ヒト由来ミク
ロゾームを酵素源として用いて代謝挙動の
推定を行った。 
 
B-2 気道障害性の in vitro 評価 

ヒトの気道上皮、肺および気道の知覚神経
末端で発現する侵害受容チャネルとして
TRPV1、TRPA1 および TRPM8 などが同定さ
れている。本研究では、気道障害性にかかる
動物実験の結果をヒトに外挿する際の妥当
性を検証する目的で、気道の知覚神経刺激の
種差について検討を行った。ヒト TRPA1 お
よび平成 27 年度に樹立したマウス TRPA1 安
定発現細胞株を用いて、細胞内 Ca2+濃度を指
標とする High-throughput Screening により 2-
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エチル-1-ヘキサノール、テキサノール、TXIB
および室内空気中に存在する可能性のある
香料成分としてのテルペン類、タバコ由来の
アルカロイド類による侵害受容チャネル活
性化の種差について検討を行った。 

一方、感作性については、OECD のテスト
ガ イ ド ラ イ ン TG 442C ”In Chemico Skin 
Sensitisation: Direct Peptide Reactivity Assay” 
(DPRA 法) を用いて評価を行った。二種類の
ペプチド(システインペプチド・リジンペプ
チド) と被験物質を混和し、25℃で 24±2 時
間暗所で反応させ、ペプチドの減少率をもと
に感作性を評価した。平成 28 年度は、プロ
ピレングリコールエステル類、グリコールエ
ステルアセテート類、ポリ環状シロキサン類
お よ び 香 料 類 な ど 、 揮 発 性 有 機 化 合 物 
(Volatile organic compound: VOC) および準揮
発 性 有 機 化 合 物 （ Semi volatile organic 
compound: SVOC）に分類される 27 化合物に
ついて感作性評価を実施した。 
 
B-3 気道障害性にかかる情報収集および優
先順位判定 

平成 28 年度に構築した JP-GHS データベ
ースを用いて、気道障害性 (気道感作性、気
道刺激性) に関する情報とともに、気道感作
性、気道刺激性それぞれとの関連がある可能
性のある健康影響エンドポイントとして、皮
膚感作性、皮膚 (腐食性) 刺激性、眼刺激性
(損傷性) の情報を検索し、物質ごとに整理
を行った。また、皮膚感作性、皮膚 (腐食性) 
刺激性、眼刺激性 (損傷性) については、陽
性のみでなく陰性情報についても GHS から
情報が得られるため、陰性・陽性・情報なし
の 3 クラスに分類した。一方、気道障害性 
(気道感作性、気道刺激性) については、ヒト
における報告によりラベルされており陰性
の情報が得られている物質はないため、陽
性・情報なしの 2 クラスに分類し、化学物質
の健康影響ラベルを用いたクラスタリング
解析に用いた。また、気道障害性のうち特に
感作性に着目して、JP-GHS 全物質のうち皮
膚感作性について陰性もしくは陽性の情報

が得られている 707 物質について化学構造
分類を行い、化学構造群ごとに皮膚感作性と
呼吸器感作性との関連について解析を行っ
た。化学構造分類は、OECD QSAR Toolbox に
搭載の US-EPA New Chemical Categories スキ
ームによる分類を行った後、分類結果を一部
マニュアルで整理して解析に用いた。 

また、全国実態調査で検出された化学物質
とともに、潜在的に室内環境におけるリスク
が高いと想定される経気道曝露の蓋然性が
高いと判断された化学物質について、有害性
情報を網羅的に収集し、有害性評価を実施し
た。曝露情報が得られている化学物質に対し
ては、健康リスクの初期評価を実施し、リス
クの大きさを判定するとともに、諸外国にお
ける室内空気質規制の情報をあわせて収集
した。 
 
B-4 定量的 VOC 放散データベースの構築 

ISO規格12219-3 (interior air of road vehicles; 
車室内の VOC 濃度評価に関する実験法) お
よび ASTM 規格 D7706 (rapid screening of 
VOC emissions from products; 製 品 か ら の
VOC 放散迅速スクリーニング法) に準拠す
る 超 小 形 チ ャ ン バ ー  (Micro-
Chamber/Thermal Extractor µ-CTE250, Markes
社) を使用して、壁紙および床用敷物等の内
装材 40 検体について放散試験を実施した。 
 
 
C. 結果と考察 
C-1 気道内挙動の in vitro/in silico 予測 

PBPK-CFD モデルを CSP モデルに統合し
た一連の解析モデル (CSP/PBPK 統合モデ
ル) を構築し、解析の一例として、床材から
放散されたホルムアルデヒドを想定した場
合の経気道曝露濃度予測と PBPK モデルを
用いたホルムアルデヒドの体内吸収メカニ
ズムに関する予備的な解析に適用した。本年
度の解析結果では、室のホルムアルデヒドの
完全混合濃度 (排気口位置での濃度)は 100.0 
μg/m3 (air) であるのに対し、室の体積平均濃
度は 91.1 μg/m3 (air) となり、10%程度の差違

3



が認められた。鼻呼吸を想定した場合の鼻孔
開口面でのホルムアルデヒド平均濃度は
62.7 μg/m3 (air) となっており、室の完全混合
濃度や体積平均濃度とも異なる値となった。
さらに、気道内各部位での気相-粘膜上皮相
の界面濃度は 2.81×10-7 μg/m3 (air) から 0.21 
μg/m3 (air) 程度の分布を有していた。今回の
解析では、換気システムや呼吸を含めて定常
状態を仮定しており、単純化された条件での
解析事例であるものの、室内環境中のホルム
アルデヒド濃度と呼吸域濃度、鼻呼吸の場合
の鼻孔面濃度、さらには気道内粘膜上皮相濃
度の関係を定量的に議論した先駆的な経気
道暴露シミュレーションの事例となるであ
ろう。また，室平均濃度や気道内の実質的な
曝露濃度に有意な差が存在することは、本研
究で示した CSP/PBPK 統合モデルによる解
析手法が、制御対象や規制対象とすべき経気
道曝露の参照濃度 (Reference Concentration: 
RfC)の合理的決定のための有効な情報を提
供できる可能性を示しているとも考えられ
る。 

エステル型の化学物質の気道内挙動に大
きな影響を及ぼすと考えられるカルボキシ
エステラーゼ (CES) については、鼻粘膜で
CES1 および CES2、気管支粘膜では CES1 が
主要な分子種であることを平成 27 年度に明
らかとした。そこで、室内濃度指針値の設定
に向けた検討が行われているテキサノール
お よ び TXIB (2,2,4-trimethyl-1,3-pentanediol 
diisobutyrate) について、ヒト由来ミクロゾー
ムを酵素源として用いて代謝挙動の推定を
行った。その結果、CES が TXIB から 1-
hydroxy-2,2,4-trimethylpentyl isobutyrate、なら
びにテキサノールを構成する異性体の一つ
で あ る 3-hydroxy-2,2,4-trimethylpentyl 
isobutyrate から 2,2,4-trimethylpentane-1,3-diol
への加水分解反応に関与することが明らか
となった。これらの知見は、気道粘膜刺激症
状への関与が示唆される TXIB およびテキサ
ノールの局所的な曝露濃度を予測するため
の重要な情報である。 
 

C-2 気道障害性の in vitro 評価 
ヒト TRPA1 および平成 27 年度に樹立し

たマウス TRPA1 安定発現細胞株を用いて、
侵害受容チャネル活性化の種差について検
討を行った。まず、2-エチル-1-ヘキサノール、
テキサノールおよび TXIB とその代謝物であ
る 2,2,4-Trimethyl-1,3-pentanediol に よ る
TRPA1 活性化について種差を検討した。2-エ
チル-1-ヘキサノールは、ヒト TRPA1 および
マウス TRPA1 のいずれのチャネルに対して
も濃度依存的な活性化を引き起こし、その
EC50 濃度に顕著な差は認められなかった。一
方、テキサノールは、ヒト TRPA1 に対して
濃度依存的な活性化を引き起こし、典型的な
Sigmoid 型の濃度反応曲線を示したのに対し 
(EC50; 173 µM)、マウス TRPA1 では、250 µM
を超える濃度範囲で活性が阻害されるベル
型の挙動を示した。一方、TXIB については、
ヒトおよびマウス TRPA1 に対する活性化作
用は認められなかった。しかし、TXIB の加
水分解代謝物であるテキサノールがヒト
TRPA1 に対する活性化作用を有することか
ら、生体内に取り込まれた TXIB がカルボキ
シエステラーゼによって加水分解を受けた
のちにヒト TRPA1 の活性化を引き起こす可
能性も考えられる。 

次に、香料としても用いられ、室内空気中
からも検出事例のある単環式モノテルペン
類 (-)-Menthol および α-Terpineol、非環式モ
ノテルペン類 (-)-Citronellal および Linalool
について検討を行った結果、(-)-Menthol と
(-)-Citronellal に特筆すべき種差が認められ
た。(-)-Menthol では、ヒト TRPA1 が典型的
なSigmoid型の濃度反応曲線を示したのに対
し、マウス TRPA1 の場合は 100 µM を超え
る濃度範囲で活性が阻害されるベル型の挙
動が観察された。また、(-)-Citronellal ではヒ
トおよびマウス TRPA1 に対する EC50 値に 3
倍程度の差異が認められた。これらの結果は、
室内空気中の化学物質による気道刺激性に
ついて、動物実験の結果をヒトに外挿する際
には慎重な考察が必要であることを示して
いる。 
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一方、室内環境中に存在する可能性のある
27 化合物について DPRA による感作性評価
を実施した結果、香料の Methyl Jasmonate、
防 腐 剤 で あ る 2-Bromo-2-nitro-1,3- 
propanediol (Bronopol) とその分解生成物で
あ る Bromonitromethane 並 び に 2-
Bromoethanol、および芳香族第一級アミンで
ある 2,4-Diaminotoluene の 5 化合物が陽性と
分類された。これらの中で、Methyl Jasmonate
についてはヒトや動物試験では感作性が認
められていない。ホルムアルデヒドドナー型
防腐剤 Bronopol の感作性については従来は
ホルムアルデヒドの影響が指摘されていた
が 、 本 研 究 に よ り 分 解 物 生 成 物 で あ る
Bromonitromethane および 2-Bromoethanol に
起因することが示唆された。また、Bronopol
については Lys/Cys が 0.2 を超えていること
から、気道感作性を有する可能性も考慮して
総合的な評価を行う必要があるものと考え
られる。 
 
C-3 気道障害性にかかる情報収集および優
先順位判定 

健康影響が危惧される室内環境化学物質
の詳細リスク評価に向けて、優先順位付けの
ためのハザード情報の網羅的な収集をおこ
なうため、平成 28 年度は、我が国の GHS 分
類 (JP-GHS) 評価結果をもとに、呼吸器感作
性・刺激性に関連すると想定されるエンドポ
イントである皮膚感作性、皮膚刺激性、眼刺
激性について網羅的検索を行い、それぞれの
障害性を有する化学物質の共通性について
検討を行った。その結果、特に刺激性につい
ては共通性が高く、皮膚および目で刺激性が
陽性である物質については呼吸器刺激性の
蓋然性が高くリスク評価の優先度が高いと
結論された。一方、感作性については、ヒト
で呼吸器感作性が報告されている概ねすべ
て化合物が皮膚感作性物質であることが明
らかとなった。さらに、化学構造との関連性
について解析した結果、気道・皮膚いずれに
ついても感作性が報告されている物質が多
く含まれる化学構造的特徴が明らかとなっ

た。すなわち、クロム、コバルト、ニッケル
および白金の他に、金属元素非含有物質では、
カルボン酸無水物、ジイソシアナートに分類
された物質群では、皮膚感作性について情報
が得られている物質は全て陽性であり、また
呼吸器感作性について一部の物質について
情報がないものの､大部分の物質については
陽性であった。アクリル酸、アニリン、エポ
キシド、フェノールに分類された物質の多く
は、皮膚感作性陽性であったが、呼吸器感作
性について情報 (陽性) の得られている物
質は限られていた。これらの物質群について
は、呼吸器刺激性の報告がある物質も多く、
現時点では呼吸器感作性を惹起する可能性
を否定出来ないことから注意が必要であろ
う。これらの解析結果から、メカニズム的に
関連する他の障害性エンドポイントの情報
や化学構造的特徴が、経気道曝露による障害
性のスクリーニング評価における補完情報
として有用であることが示された。 

有害性にかかる情報を網羅的に収集し、n-
ブタノール、d-リモネン、α-ピネン、プロピ
レ ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル
（PGME）、プロピレングリコールモノメチ
ルエーテルアセテート (PGMEA)、ジエチレ
ン グ リ コ ー ル モ ノ メ チ ル エ ー テ ル 
(DEGME)、ジエチレングリコールモノエチ
ルエーテル (DEGEE)の RfC を導出した。次
に、導出した RfC をもとに、国立医薬品食品
衛生研究所が実施した全国調査におけるそ
れぞれの化学物質の最高濃度に対して MOE
を算出した。その結果、優先度 A (MOE が 1
未満) の化合物は既築住宅では存在しなか
ったものの、新築住宅では冬期のジエチレン
グリコールモノエチルエーテル、プロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート
および α-ピネンの 3 物質が該当した。また、
さらなる情報収集が必要とされる優先度 B 
(MOE が 1 以上 10 未満) の化合物には、既
築住宅の α-ピネン (夏期、冬期)、新築住宅の
ジエチレングリコールモノメチルエーテル 
(冬期) が該当した。これらの評価結果から、
今後、グリコールエーテル類やグリコールエ
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ステル類などの親水性溶剤の他に、天然由来
の化合物についても詳細な曝露評価を進め
ていく必要があると考えられる。 
 
C-4 定量的 VOC 放散データベースの構築 

壁紙および床用敷物等の内装材 40 製品を
対象として放散試験を実施した結果、計 48
化合物の多種多様な VOC が同定された。壁
紙については 2,4,6-Trimethyloctane、n-Octane
等の飽和炭化水素に加え、Toluene が主要な
放散物質として検出された。床用敷物につい
ては、クッションフロアから柔軟剤として使
用される Formamide が、フロアタイルから 2-
Ethyl-1-hexanol が、また、カーペットから
2,2,4,6,6-Pentamethylheptane, 2,2,4,4,-
Tetramethyloctane 等が主要な放散物質として
検出された。シックハウス症候群との因果関
係が指摘されている 2-Ethyl-1-hexanol につい
ては、ほぼすべての製品からの放散が確認さ
れた。中でもクッションフロアやフロアタイ
ルからの放散量が高く、可塑剤の加水分解に
よって生じたものであると推察された。 
 
 
D. 結論 

本研究では、室内濃度指針値策定に必要な
ハザード情報の網羅的な収集、ならびに不足
情報の補完方法の確立を目的として、1) 気
道内挙動の in vitro/in silico 予測、2) 気道障
害性の in vitro 評価、3) 気道障害性にかかる
情報収集および優先順位判定、および 4) 定
量的 VOC 放散データベースの構築の 4 つの
サブテーマを設定して研究を実施した。 

研究課題 1)では、PBPK-CFD モデルを CSP
モデルに統合した一連の解析モデルを構築
して床材から放散されたホルムアルデヒド
の曝露を想定した予備的な解析に適用し、気
道内の部位によって濃度が著しく異なるこ
とを示した。気道内での代謝変換にかかるパ
ラメーター、ならびに計算化学による空気-
粘液分配係数を導入することにより、一層精
緻なモデルの構築を目指す予定である。 

研究課題 2)では、気道の感覚神経などで発

現する侵害受容チャネル TRPA1 について、
顕著な種差を示す化合物が存在することを
明らかにした。この結果から、気道刺激性を
評価する際には、ほ乳動物とヒトとの種差を
考慮に入れて慎重に外挿する必要があるこ
とが明らかとなった。また、DPRA 法が室内
環境化学物質の感作性を評価する上で有用
な試験系であること示し、防腐剤 Bronopol お
よびその代謝物が DPRA 陽性物質であるこ
とを明らかとした。 

研究課題 3)では、わが国の GHS 分類評価
結果をもとに、呼吸器感作性・刺激性に関連
する可能性のある皮膚感作性、皮膚刺激性、
眼刺激性などについて網羅的な検索を行い、
それぞれの化合物の化学構造的な特徴を明
らかとした。また、室内空気中の化学物質の
有害性にかかる情報を網羅的に収集して
RfC を導出し、室内空気全国調査における最
高検出濃度を基に、初期リスク評価を行った。 

研究課題 4)では、放散試験の結果から、2-
エチル-1-ヘキサノールの重要な放散源とし
てフロアタイル、カーペットなどを同定した。 

 
本研究のこれらの成果の一部は、シックハ

ウス検討会において既に有効に活用されて
いる。今後、本研究で得られた知見および要
素技術を活用して要検討化合物のリストを
作成し、シックハウス検討会に提示すること
によって、室内濃度指針値の策定/改定作業
の一層の加速化が期待される。 
 
 
E. 健康危険情報 
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調査, 第 46 回日本皮膚アレルギー・接触
皮膚炎学会総会・学術大会 （2016.11） 

22. 河上強志・伊佐間和郎・五十嵐良明:ポリ
ウレタン繊維製品におけるベンゾトリ
アゾール系紫外線吸収剤の使用傾向 , 
第 53 回全国衛生化学技術協議会年会 
（2016.11） 

23. 河上強志・伊佐間和郎・香川聡子・神野
透人: 室内空気中グリコール類濃度に
対する家庭用水性スプレー製品の寄与,  
第 53 回全国衛生化学技術協議会年会 
（2016.11） 

24. 秋山卓美・清水久美子・河上強志・伊佐
間和郎・五十嵐良明 グアニジン系加硫
促進剤 4 種の感作性及び家庭用ゴム製
品中の含有量,  第 53 回全国衛生化学技
術協議会年会 （2016.11） 

25. 河上強志・伊佐間和郎・五十嵐良明・神
野透人: DPRA による揮発性及び準揮発
性有機化合物類の感作性評価, 日本薬
学会大 137 年会（2017.3） 

26. A. Ono, J. Ciloy, M. Matsumoto, M. 
Takahashi, T. Kawamura and A. 
Hirose :Development and validation of a 
QSAR model to classify chemicals for toxic 
potency of sub-acute repeated dose toxicity. 
17th International Conference on QSAR in 
enviromental and health sciences (2016.6, 
Miami Beach, Florida, USA)   

27. A. Ono, H. Jinno and A. Hirose : 
Comparative analysis of respiratory and skin 
sensitization potential of chemicals using 
Japanese GHS classification.. The 52nd 
Eurotox2016 (2016.9, Sevilla, Spain)   

28. A. Ono, H. Jinno and A. Hirose :Evaluation 
of the OECD QSAR Toolbox in the 
screening of chemical sensitizer.. The 14th 
International Congress of Toxicology 
(2016.10, Merida, Mexico)   

29. Azuma K, Tanaka-Kagawa T, Jinno H. 
Health risk assessment of inhalation 
exposure to 2-ethylhexanol, 2,2,4-trimethyl-
1,3-pentanediol diisobutyrate, and texanol in 
indoor environment. 14th International 
Conference on Indoor Air Quality and 
Climate, Ghent, Belgium, 3–8 July, 2016.  

30. Azuma K, Tanaka-Kagawa T, Jinno H. 
Health risk assessment of inhalation 
exposure to cyclic dimethylsiloxanes, 
glycols, and acetic esters in indoor 
environments. 28th Annual International 
Society for Environmental Epidemiology 
Conference, Rome, Italy, 1-4 September 
2016. 

31. 東 賢一. 室内空気汚染の健康リスク. 
第 25 回日本臨床環境医学会学術集会, 
郡山, 2016 年 6 月 17 日. 

32. 東 賢一. 住環境における健康リスク要
因とそのマネジメント. 第 87 回日本衛
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生学会学術総会, 宮崎, 2017 年 3 月 26 日
-28 日. 

33. 酒井信夫, 田原麻衣子, 遠山友紀, 五十
嵐良明 “シックハウス（室内空気汚染）
問題に係る規制状況調査 ―低分子環状
シロキサン－”第 2 回 次世代を担う若手
のためのレギュラトリーサイエンスフ
ォーラム, 2016 年 9 月 

34. 酒井信夫, 田原麻衣子, 遠山友紀, 五十
嵐良明, 奥田晴宏, 千葉真弘, 高橋美保, 
竹熊美貴子, 薗部真理奈, 高梨嘉光, 斎
藤育江, 上村仁, 田中礼子, 今井美紗子, 
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染に関する全国実態調査” 第 53 回全国
衛生化学技術協議会年会, 2016 年 11 月 

35. 酒井信夫, 田原麻衣子, 遠山友紀, 五十
嵐良明 “国際機関、諸外国における低分
子環状シロキサンの規制状況調査” 第
53 回全国衛生化学技術協議会年会, 2016
年 11 月 

36. 酒井信夫 “シックハウス（室内空気汚染）
問題に関する検討会の最新動向” 第 53
回全国衛生化学技術協議会年会, 2016 年
11 月 

37. 田原麻衣子, 遠山友紀, 酒井信夫, 五十
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年 11 月 
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平成 28 年室内環境学会学術大会, 2016
年 12 月 

39. 斎藤育江, 大貫文, 角田德子, 香川(田
中)聡子, 千葉真弘, 上村仁, 神野透人, 
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内環境学会学術大会, 2016 年 12 月 

40. 鳥羽陽, 中島大介, 遠藤治, 香川(田中)
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